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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月19日(2017.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定数のブロックを橋脚から順に連設する張出架設工法における上げ越し量をコンピュ
ータが修正する上げ越し量修正方法であって、
　橋桁の温度を取得し、予め記憶部に保持されている温度による橋桁の変形量の基準値を
用いて、橋桁の変形量を求める温度影響算出ステップと、
　既設の先端のブロックについて測定した橋桁の高さである実測値から前記温度影響算出
ステップにおいて求められた橋桁の変形量を除いた橋桁の真の高さを求める真値算出ステ
ップと、
　前記既設の先端のブロックについて設計に基づいて算出された橋桁の高さである目標高
と前記橋桁の真の高さとの差分を求め、当該差分を前記先端のブロックから前記所定数の
ブロックまでの残ブロックの各々に適用すべき補正値を求める補正値算出ステップと、
　をコンピュータが実行する上げ越し量修正方法。
【請求項２】
　前記温度による橋桁の変形量の基準値とは、橋桁の上床版の温度及び下床版の温度の差
分と橋桁の変形量の予測値とを対応付けた情報であり、
　前記温度影響算出ステップにおいて、前記既設の先端のブロックにおける上床版の温度
及び下床版の温度の差分と、前記基準値とに基づき取得した前記橋桁の温度に対応する橋
桁の変形量を求める
　請求項１に記載の上げ越し量修正方法。
【請求項３】
　前記補正値算出ステップにおいて、前記目標高と前記橋桁の真の高さとの差分を残ブロ
ック数で按分することにより、前記補正値を算出する
　請求項１又は２に記載の上げ越し量修正方法。
【請求項４】
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　鉛直方向に対する前記橋脚の軸方向の傾きを取得し、当該傾きに基づいて前記先端のブ
ロックにおける、前記傾きに起因する高さの変位を求める傾斜影響算出ステップ
　をさらに実行し、
　前記真値算出ステップにおいて、前記実測値から、前記温度影響算出ステップにおいて
求められた橋桁の変形量、及び前記傾斜影響算出ステップにおいて求められた前記高さの
変位を除くことにより前記真の高さを求める
　請求項１から３のいずれか一項に記載の上げ越し量修正方法。
【請求項５】
　所定数のブロックを橋脚から順に連設する張出架設工法における上げ越し量をコンピュ
ータが修正する上げ越し量修正装置であって、
　温度による橋桁の変形量の基準値を保持する記憶部と、
　橋桁の温度を取得し、前記記憶部に保持されている前記基準値を用いて、取得した前記
橋桁の温度に対応する橋桁の変形量を求める温度影響算出部と、
　既設の先端のブロックについて測定した橋桁の高さである実測値から前記温度影響算出
部が求めた橋桁の変形量を除いた橋桁の真の高さを求める真値算出部と、
　前記既設の先端のブロックについて設計に基づいて算出された橋桁の高さである目標高
と前記橋桁の真の高さとの差分を求め、当該差分を前記先端のブロックから前記所定数の
ブロックまでの残ブロックの各々に適用すべき補正値を求める補正値算出部と、
　を有する上げ越し量修正装置。
【請求項６】
　所定数のブロックを橋脚から順に連設する張出架設工法における上げ越し量を修正する
処理をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　橋桁の温度を取得し、予め記憶部に保持されている温度による橋桁の変形量の基準値を
用いて、取得した前記橋桁の温度に対応する橋桁の変形量を求める温度影響算出ステップ
と、
　既設の先端のブロックについて測定した橋桁の高さである実測値から前記温度影響算出
ステップにおいて求められた橋桁の変形量を除いた橋桁の真の高さを求める真値算出ステ
ップと、
　前記既設の先端のブロックについて設計に基づいて算出された橋桁の高さである目標高
と前記橋桁の真の高さとの差分を求め、当該差分を前記先端のブロックから前記所定数の
ブロックまでの残ブロックの各々に適用すべき補正値を求める補正値算出ステップと、
　を含むプログラム。
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